
令和７年度の決算及び取組の状況について

資料１



〔収益的収支（税抜）〕 (単位：千㎥、百万円)

令和７年度 令和６年度

(A) (B)

109,575 110,924 △ 1,349

① 13,407 13,667 △ 260
維 持 管 理 負 担 金 6,667 6,675 △ 8

他 会 計 補 助 金 1,403 1,445 △ 42

長 期 前 受 金 戻 入 5,297 5,502 △ 205

そ の 他 40 45 △ 5

② 13,485 13,620 △ 135
人 件 費 221 239 △ 18

維 持 管 理 費 6,377 6,268 109

減 価 償 却 費 6,531 6,664 △ 133

資 産 減 耗 費 24 121 △ 97

営 業 外 費 用 332 328 4

③ △ 78 47 △ 125

④ 125 47 78累 積 欠 損 金

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

収益的収支差引 ①－②

項目 差（A)－(B)

年 間 下 水 処 理 量

令和７年度決算の状況

（注）維持管理費：委託料、修繕費、動力費、薬品費等の合計額

対前年度決算比 増減理由

収益的収入 1.9％減
長期前受金戻入：減価償却費・資産減耗費の減に伴う減
他会計補助金 ：減価償却費・資産減耗費の減に伴う減
市町負担金 ：前年度維持管理費精算による減

収益的支出 1.0％減
維持管理費 ：諸物価高騰による運転管理委託料の増
減価償却費 ：償却資産の減
資産減耗費 ：除却資産の減

1

収益的収支 ７８百万円の赤字［２年ぶりの赤字］



令和７年度決算の状況

対前年度決算比 増減理由

資本的収入 14.5%減 借換債の減による企業債借入額の減

資本的支出 1.0%増
改良工事の増加による建設改良費の増
借換債の減による企業債償還金の減
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〔資本的収支（税込）〕 (単位：百万円)

令和７年度 令和６年度

(A) (B)

① 6,476 7,579 △ 1,103

企 業 債 2,077 3,219 △ 1,142

出 資 金 376 269 107

市 町 建 設 負 担 金 1,010 1,226 △ 216

国 庫 補 助 金 3,013 2,865 148

② 8,266 8,181 85

建 設 改 良 費 5,955 4,881 1,074

企 業 債 償 還 金 2,311 3,300 △ 989

③ △ 1,790 △ 602 △ 1,188資本的収支差引 ①－②

項目 差（A)－(B)

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出



令和７年度決算に基づく経営指標の状況

➢ 累積欠損金比率 1.87％〔R12目標 0％〕

営業収益に対する累積欠損金の割合を示し、過去からの赤
字がどの程度蓄積しているかを表す指標

➢ 経常収支比率 99.42％〔R12目標 100％以上〕

維持管理負担金や一般会計繰入金等の収益で、維持管理費や
支払利息等の費用をどの程度賄えているかを表す指標

✓ 維持管理費の削減に努めるとともに、諸物価の上昇
を踏まえた維持管理負担金の見直しによる収入増に
より、経常収支比率100％以上及び累積欠損金の解
消を目指します。

〔経常収益/経常費用×100（％）〕

〔当年度未処理欠損金/（営業収益－受託工事収益）×100（％）〕
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経営戦略において目標値を定めた業績指標の令和７年度実績
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令和７年度決算に基づく経営指標の状況

➢ 汚水処理原価 56.65円〔R12目標 63.45円以下〕

有収水量１㎥当たりの汚水処理に要した費用であり、
維持管理費・資本費を含めた汚水処理にかかるコスト
を示すもの

✓ 維持管理費の削減・効率的な施設の運転管理
の取組や計画的な施設更新により、汚水処理
費の縮減に努め、経営戦略の投資計画・財政
計画から見込まれる汚水処理原価からの低減
を目指します。

〔汚水処理費(公費負担分を除く）/年間有収水量（円）〕

➢ 有形固定資産減価償却率 27.38％〔R12目標 36.47％以下〕

有形固定資産のうち、償却対象資産の減価償却がどの
程度進んでいるかを表す指標で、資産の老朽化度合を
示すもの

✓ 経営戦略の投資計画に基づいた計画的な建物
や設備の改築更新を行い、投資計画から想定
される有形固定資産減価償却率からの低減を
目指します。

〔有形固定資産減価償却累計額/有形固定資産のうち償却対象
資産の帳簿原価×100 （％）〕
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令和７年度の流域下水道事業の取組状況について

雨水対策（いろは呑龍トンネル）
※主なものを抜粋

平面図

人孔築造工

公共下水道の雨水を呑龍トンネルに取り込むため
の人孔築造を実施（R8.3人孔築造完了）
今後、流入ゲートの工事を実施

公共下水道接続施設（前小川）
人孔築造工（ドロップシャフト） 断面図

約20mの高落差があるため、
らせん構造のドロップシャフトを
設置し減勢しながら水を流入させる。

地上部

ドロップシャフト
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令和７年度の流域下水道事業の取組状況について

施設増設
※主なものを抜粋

洛南浄化センター
能力増強

木津川上流流域下水道
相楽中継ポンプ場
汚水ポンプ増設

汚水ポンプ増設完了
（5.2㎥/分増強）

竣工汚水ポンプ 除塵機

自家発電設備の製作完了
今後、機器設置予定

工事中
自家発電設備
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令和７年度の流域下水道事業の取組状況について

改築更新
※主なものを抜粋

洛西浄化センター
送風機設備更新

宮津湾浄化センター
ろ過設備更新

木津川上流浄化センター
汚泥濃縮設備更新

洛南浄化センター
消化ガス発電設備更新

消化ガス発電設備の設置完了
（老朽化設備の更新）

No.5送風機設備の設置完了
（老朽化設備の更新）

竣工竣工

竣工

ろ過機設備の設置完了
（老朽化設備の更新）

工事中

濃縮機の製作完了
今後、基礎工事後に機器設置予定

設置

濃縮機
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